
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
｝
）
記
号
論

　
　
　ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
教
師
論
』
　
　
　
　
　
「
記
号
」
（
ω
博
。
・
琶
と
は
何
か
。
そ
れ
は
「
何
か
を
指
示
す
る
す
べ
て
」

　
　
　
　
　
（
忠
ミ
禽
§
琶
に
お
け
る
記
号
論
　
（
。
§
葺
§
・
實
凶
§
・
・
唇
邑
と
定
蓄
れ
る
（
£
9
p
・
．
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
象
物を
指
示
す
る
「
指
」
や
「
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
」
も
記
号
に
含
ま
れ
る

　　　　　　　　　　　　　　　　　須

藤

英

幸

　
謬
謝
馨
購
謬
罐
目
難
器
難
醜
難
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　8
お
）
こ
と
が
可
能
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
記

　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
記
号
論
の
包
括
的
な
理
解
を
得
る
た
め
に
は
、
　
　
　
号
論
に
お
い
て
一
貫
す
る
点
は
、
「
指
示
す
る
も
の
」
と
「
指
示
さ
れ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

『教
師論
』
（
b
恥
譲
蹄
ミ
）
の
研
究
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
十
七
世
紀
　
　
の
」
と
の
関
係
性
か
ら
「
記
号
」
が
考
察
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
例
え
ば
、

以降
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
真
作
性
が
疑
わ
れ
る
『
問
答
法
』
（
b
恥
　
　
「
書
き
言
葉
」
は
「
話
し
言
葉
」
の
コ
記
号
」
で
あ
る
よ
う
に
（
ら
゜
°
。
）
。
で

　
　
　
　
　
り

§
§
愚
“
）
を
彼
の
著
作
に
含
め
た
と
し
て
も
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
　
　
は
、
「
言
葉
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は
「
文
節
化
さ
れ
た
音
声
に
よ
っ
て
、
何

記
号
論的
特
徴
を
抜
き
ん
で
て
示
す
も
の
は
、
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
』
　
　
　
ら
か
の
指
示
内
容
を
伴
い
な
が
ら
言
及
さ
れ
る
す
べ
て
」
（
o
葺
凶
ρ
ρ
ロ
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

（b
鴨
§
“
§
“
罫
募
§
ミ
）
を
除
け
ば
、
『
教
師
論
』
以
外
に
な
い
。
本
　
　
く
o
o
Φ
餌
鼠
o
巳
鋤
富
窪
日
9
嵩
ρ
ロ
o
ω
蒔
ロ
強
8
窪
蜜
o
冷
毎
昌
言
『
）
と
定
義
さ

研究
で
は
、
第
」
に
『
教
師
論
』
を
そ
の
記
号
論
を
中
心
に
概
括
し
、
第
　
　
れ
（
癖
b
）
、
「
記
号
」
に
属
す
る
下
部
範
疇
の
一
部
を
構
成
す
る
（
刈
゜
b
。
O
）
。

二に
『
問
答
法
』
と
の
対
比
か
ら
、
第
三
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
命
題
　
　
他
方
、
「
事
柄
」
（
8
ω
）
と
は
何
か
。
そ
れ
は
「
記
号
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
り

論
』
（
b
恥
帖
§
尉
愚
鳶
ミ
職
O
§
鳴
）
と
の
対
比
か
ら
、
『
教
師
論
』
で
展
開
さ
れ
　
　
　
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
記
号
で
な
い
も
の
」
（
①
P
　
ρ
口
o
Φ
　
ω
凶
讐
尻

る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
記
号
論
に
関
し
て
理
解
を
深
め
た
い
。
　
　
　
　
　
　
ω
博
α
q
口
庄
o
o
ユ
b
o
ω
ω
ロ
暮
簿
゜
。
凶
讐
蝉
8
口
ω
ロ
艮
）
で
あ
り
（
吟
o
。
）
、
「
指
示
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　能
な
も
の
」
（
ω
凶
讐
臨
8
び
罠
9
）
と
も
表
現
さ
れ
る
（
蔭
゜
°
。
）
。
例
え
ば
、
「
名

一

『教
師

論
』
の
露
　
　
　
　
縫
鑓
諜
銅
鮪
醗
勧
鰯
灘
聡
藪
難

　初
め
に
、
『
教
師
論
』
に
お
け
る
「
記
号
論
」
「
記
号
と
事
柄
の
乖
離
」
　
　
　
「
可
視
的
事
柄
の
可
聴
的
記
号
」
（
碧
9
ぼ
δ
ω
圃
o
q
毒
日
H
興
ロ
ヨ

「
真
の内
的
教
師
」
「
言
葉
と
し
て
の
記
号
」
に
関
し
て
概
略
的
に
述
べ
、
　
　
　
≦
匹
び
凶
目
貯
ヨ
）
と
「
徳
」
（
≦
ほ
ロ
ω
）
が
「
可
知
的
事
柄
の
可
聴
的
記
号
」

『教師
論
』
の
主
題
と
記
号
論
と
の
関
係
把
握
を
試
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
窪
島
巨
Φ
ω
同
o
Q
2
日
H
R
ロ
巳
葺
巴
Φ
α
q
凶
び
筐
§
p
）
と
呼
ば
れ
る
（
野
゜
。
）
。

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
教
師
論
』
（
b
鳴
§
蓉
譜
）
に
お
け
る
記
号
論
（
須
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



一
〇
四

す
な
わち
、
「
事
柄
」
と
は
可
感
的
お
よ
び
可
知
的
な
「
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
　
　
他
方
、
“
ω
胃
⇔
σ
舘
器
”
が
既
知
の
場
合
、
こ
の
言
葉
の
指
示
物
に
関
わ
る

であ
る
。
し
た
が
っ
て
、
言
葉
と
記
号
と
事
柄
の
関
係
は
、
「
す
べ
て
の
言
　
　
　
「
知
識
」
（
ロ
o
け
惹
巴
は
そ
れ
が
「
見
ら
れ
た
」
（
＜
置
穣
Φ
p
9
同
）
が
ゆ
え
に

葉
が
記
号
で
あ
り
」
（
N
°
ω
為
゜
H
り
）
、
「
記
号
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
こ
と
が
　
　
　
形
成
さ
れ
た
と
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
学
ぶ
」
（
島
ω
o
霞
Φ
）
と
い
う

でき
、
し
か
も
記
号
で
な
い
も
の
」
（
吟
c
o
）
が
「
事
柄
」
で
あ
る
と
い
う
ご
　
　
出
来
事
は
、
指
示
す
る
働
き
を
す
る
「
記
号
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
で
は

と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
、
指
示
物
が
「
見
ら
れ
る
こ
と
」
（
四
ω
娼
Φ
0
9
ω
）
に
よ
っ
て
生
じ
る
と

　
では
、
『
教
師
論
』
は
記
号
論
を
ど
う
扱
う
か
。
次
の
三
つ
の
範
疇
に
分
　
　
考
え
ら
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
記
号
が
学
ば
れ
る
」
の
は
、
「
記
号

類
さ
れ
議
論
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
、
記
号
が
記
号
に
よ
っ
て
指
示
さ
　
　
が
与
え
ら
れ
る
」
と
き
で
は
な
く
、
「
事
柄
が
知
ら
れ
る
」
と
き
で
あ
る
。

れる
場
合
、
二
、
事
柄
が
行
為
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
場
合
、
三
、
事
柄
　
　
　
ま
た
、
「
言
葉
と
し
て
の
記
号
」
に
よ
っ
て
「
音
声
」
（
ω
o
謹
ω
）
と
「
指
示

が
記
号
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
（
蒔
゜
3
。
『
教
師
論
』
で
記
号
　
　
内
容
」
（
°
・
凶
碧
窪
＄
ま
）
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
聞
き
手
に
伝
達
さ
れ
る
の

そ
れ
自
身
が
ま
ず
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
関
心
　
　
　
で
あ
る
が
、
「
音
声
」
が
知
覚
さ
れ
る
の
は
そ
れ
が
「
耳
を
打
つ
」
こ
と
に

が

「
理解
」
に
お
け
る
「
言
葉
の
役
割
」
に
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
（
o
h
°
。
°
　
　
よ
っ
て
で
あ
り
、
「
指
示
内
容
」
が
知
覚
さ
れ
る
の
は
指
示
さ
れ
る
「
事
柄

b
。H
） 。

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
認
め
る
よ
う
に
（
Q
。
°
b
o
同
）
、
第
一
の
議
論
は
重
　
　
が
見
ら
れ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
（
H
P
罐
）
。
し
た
が
っ
て
、
聞
き
手

要な
討
論
が
含
ま
れ
る
も
の
の
パ
ズ
ル
遊
び
の
よ
う
な
も
の
に
終
始
し
、
　
　
　
が
「
事
柄
を
学
ぶ
」
と
き
に
信
頼
す
る
も
の
は
、
「
話
し
手
の
言
葉
」
で
は

第
二
の
議
論
で
は
第
三
の
議
論
の
準
備
と
し
て
、
「
見
る
こ
と
」
に
よ
る
事
　
　
　
な
く
、
「
自
分
自
身
の
目
」
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
（
H
O
。
ω
㎝
）
。

柄
の

理解
が
確
保
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
記
号
論
的
観
点
か
ら
特
に
重
要
　
　
　
事
柄
の
対
象
は
「
可
感
的
な
も
の
」
（
ω
8
匹
げ
難
ω
）
と
「
可
知
的
な
も
の
」

であ
る
の
は
、
言
葉
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
の
可
能
性
が
論
じ
ら
れ
る
第
三
　
　
　
（
巨
巴
①
α
q
団
蓬
凶
ω
）
と
に
分
類
さ
れ
る
（
H
b
。
．
°
。
㊤
）
。
対
象
が
可
感
的
な
も
の
の

の

議論
、
す
な
わ
ち
「
事
柄
」
が
「
記
号
」
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
場
合
　
　
場
合
、
事
柄
は
「
目
」
（
o
o
巳
ロ
ω
）
や
「
身
体
的
感
覚
」
（
8
壱
o
同
δ
ω
窪
ω
二
ω
）

が
取り
扱
わ
れ
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
独
白
部
分
（
］
°
O
°
ω
b
⑪
ー
H
偽
゜
藤
①
）
で
　
　
に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
（
H
H
°
ω
①
）
、
対
象
が
可
知
的
な
も
の
の
場
合
、
「
理
性
」

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鑓
菖
O
）
に
よ
っ
て
「
内
的
真
理
」
（
冒
滞
ユ
o
同
く
Φ
簿
器
）
に
助
言
が
求
め

　ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
“
①
け
ω
賃
勉
び
賃
器
o
o
歪
ヨ
昌
o
p
碧
5
け
o
o
日
・
　
　
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
（
H
b
。
°
ω
㊤
）
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
が
「
知

白
¢
富
冨
9
と
い
う
例
文
を
引
き
、
難
語
で
あ
る
“
鈴
鑓
び
母
㊤
9
を
聞
き
　
　
識
」
（
o
o
題
鐘
o
＼
μ
o
簿
凶
国
）
の
獲
得
過
程
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

手
がど
う
聞
く
か
と
い
う
問
題
を
分
析
す
る
（
H
O
°
ω
ω
）
。
“
ω
碧
9
げ
餌
鑓
9
　
　
　
　
で
は
、
「
言
葉
の
役
割
」
と
は
何
か
。
既
知
の
言
葉
が
話
さ
れ
る
場
合
、

が
朱
知
の

場合
、
未
知
の
記
号
自
体
に
指
示
物
を
教
示
す
る
力
は
な
い
。
　
　
　
指
示
内
容
と
し
て
の
事
柄
が
聞
き
手
に
思
い
起
こ
さ
れ
、
未
知
の
言
葉
が



話
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
指
示
対
象
へ
の
探
求
が
聞
き
手
に
勧
め
ら
れ
る
　
　
く
Φ
詳
島
）
で
あ
り
「
永
遠
の
知
恵
」
（
ω
①
碧
ぽ
ヨ
餌
ω
昌
冨
註
p
）
で
あ
る

（
HH
°
Q
Q
①
）
。
す
な
わ
ち
、
「
言
葉
の
役
割
」
は
、
「
教
え
る
」
こ
と
に
あ
る
の
　
　
方
で
あ
る
（
H
H
°
G
。
°
。
）
。
す
な
わ
ち
、
可
知
的
対
象
は
「
真
理
の
内
的
光
」

では
な
く
、
聞
き
手
に
「
思
い
起
こ
さ
せ
る
」
こ
と
と
聞
き
手
に
「
探
求
　
　
（
営
器
ユ
o
同
ピ
×
＜
巴
富
口
ω
）
の
う
ち
に
「
内
密
で
純
粋
な
目
」
（
ω
Φ
臼
o
ε
ω

する
こ
と
を
勧
め
る
」
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
獲
得
さ
れ
た
事
柄
　
　
四
〇
匹
日
冨
Φ
×
o
o
三
口
ω
）
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
事
柄
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

の

理解
を
基
礎
に
、
す
な
わ
ち
獲
得
さ
れ
た
指
示
内
容
を
媒
介
に
、
「
記
号
　
　
　
「
精
神
」
（
日
Φ
島
）
、
す
な
わ
ち
「
知
性
」
（
凶
暮
巴
8
9
ω
）
や
「
理
性
」
（
建
叶
同
o
）

1
事
柄
」
関
係
が
明
ら
か
と
な
り
、
「
言
葉
の
知
識
」
（
＜
⑦
号
o
歪
目
　
　
を
通
し
て
、
所
謂
「
内
的
人
間
」
（
げ
o
日
o
ぼ
8
ユ
o
同
）
が
「
照
明
を
受
け
」

8
讐
置
o
）
が
成
立
す
る
（
H
H
陰
ω
①
）
。
し
た
が
っ
て
、
言
葉
の
把
握
は
「
記
　
　
　
（
旨
口
ω
霞
胃
幽
）
、
こ
の
「
観
想
」
（
o
o
暮
Φ
ヨ
冨
四
瓢
o
）
の
結
果
「
喜
び
」
を
伴
っ

号－
事
柄
」
関
係
の
内
的
把
握
に
基
礎
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
　
　
　
た
可
知
的
対
象
の
「
理
解
」
に
至
る
も
の
と
説
明
さ
れ
る
（
H
b
。
°
お
）
。
こ
れ

で
、
既
知
の
言
葉
が
話
さ
れ
る
場
合
、
聞
き
手
は
自
ら
の
内
に
蓄
え
ら
れ
　
　
が
所
謂
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
「
照
明
説
」
で
あ
り
、
『
魂
の
偉
大
さ
』
（
b
恥

た
「
イ
メ
ー
ジ
」
か
ら
学
ぶ
（
H
b
。
°
°
。
O
）
。
す
な
わ
ち
、
見
ら
れ
る
こ
と
で
「
事
　
　
　
§
帖
§
鳴
嶋
§
§
職
ミ
譜
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
「
想
起
説
」

柄
」
が
「
記
憶
」
（
ヨ
Φ
日
o
鼠
四
）
に
「
印
象
づ
け
ら
れ
」
（
巨
肩
①
ω
霊
ω
）
、
　
　
　
か
ら
発
展
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
「
イ
メ
ー
ジ
」
（
巨
餌
ゆ
q
o
）
を
「
記
憶
の
奥
の
間
」
（
ヨ
Φ
日
〇
二
器
　
　
　
　
（
二
）
記
号
と
事
柄
と
の
乖
離

b窪Φ
窪
巴
凶
ω
）
に
持
つ
聞
き
手
が
、
聞
か
れ
た
既
知
の
言
葉
を
契
機
に
そ
の
　
　
　
『
教
師
論
』
で
「
言
葉
」
に
割
り
当
て
ら
れ
る
の
は
、
話
し
手
の
精
神
を

言
葉
に
対
応
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
記
憶
か
ら
思
い
起
こ
す
こ
と
で
学
ぶ
。
他
　
　
開
示
す
る
た
め
の
最
小
限
の
機
能
で
し
か
な
い
。
ま
ず
、
二
つ
の
状
況
が

方
で
、
未
知
の
言
葉
が
話
さ
れ
る
場
合
、
話
し
手
の
言
葉
を
信
じ
る
聞
き
　
　
言
葉
の
役
割
を
制
限
す
る
第
一
の
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
（
H
ω
゜
お
）
。
す

手は
他
に
助
言
を
求
め
る
よ
う
に
動
か
さ
れ
る
（
H
b
。
°
ω
㊤
）
。
対
象
で
あ
る
事
　
　
な
わ
ち
、
一
、
自
ら
述
べ
る
真
理
を
話
し
手
が
理
解
し
て
い
る
か
否
か
が

柄
が
可
感
的
な
も
の
の
場
合
、
聞
き
手
は
「
身
体
的
知
覚
」
を
通
し
て
「
光
」
　
　
聞
き
手
に
不
明
で
あ
る
こ
と
と
、
二
、
話
し
手
が
嘘
を
つ
く
場
合
、
言
葉

（
ピ
×
）
や
「
こ
の
世
界
の
要
素
」
（
色
Φ
日
Φ
暮
四
げ
風
口
ω
ヨ
⊆
巳
｛
）
に
助
言
を
　
　
に
よ
っ
て
話
し
手
の
精
神
が
聞
き
手
に
隠
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

求め
、
対
象
で
あ
る
事
柄
が
可
知
的
な
も
の
の
場
合
、
聞
き
手
は
「
理
性
」
　
　
　
『
教
師
論
』
は
、
「
記
号
－
事
柄
」
関
係
の
理
解
が
生
来
的
に
所
持
さ
れ

（
鑓
口
o
）
を
通
し
て
「
内
的
真
理
」
（
貯
8
ユ
o
目
く
興
団
富
ω
）
に
助
言
を
求
め
　
　
　
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
い
。
そ
こ
で
、
人
間
は
「
記
号
－
事
柄
」

る
。
可
知
的
事
柄
を
真
に
教
え
る
方
は
「
内
的
人
間
に
住
ま
わ
れ
る
方
」
　
　
　
関
係
を
自
ら
の
体
験
に
よ
っ
て
習
得
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ず
、
こ
の
理
解
の

（ρq
＝
ロ
葺
Φ
艮
o
お
げ
o
日
貯
o
ゴ
ロ
ぼ
富
お
）
、
す
な
わ
ち
「
キ
リ
ス
ト
」
　
　
　
習
得
を
教
師
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
、
話
し
手
が
真
理
を

（
O訂団
ω
ε
ω
）
と
呼
ば
れ
る
「
不
変
な
神
の
力
」
（
ぎ
o
o
旨
B
9
筈
罠
ω
α
2
　
　
語
り
自
ら
述
べ
る
真
理
を
理
解
し
て
い
る
に
し
て
も
、
実
際
の
教
育
的
対

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
教
師
論
』
（
b
恥
§
曇
耐
誉
）
に
お
け
る
記
号
論
（
須
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
〇
五
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六

話
に
お
い
て
、
話
し
手
の
言
葉
が
話
し
手
の
魂
の
状
態
を
正
確
に
伝
え
て
　
　
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
（
目
．
ω
o
。
）
。
「
照
明
に
よ
る
理
解
」
が
「
聞
き
手

いる
と
い
う
保
証
が
確
立
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
こ
の
観
点
か
ら
、
上
述
　
　
　
の
倫
理
性
」
と
密
接
に
関
連
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

し
た
原
因
以
外
に
、
言
葉
を
用
い
た
伝
達
手
段
に
お
け
る
「
言
葉
と
事
柄
　
　
の
照
明
説
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

と
の
乖
離
」
を
引
き
起
こ
す
第
二
の
原
因
が
分
析
さ
れ
る
（
H
ω
゜
爵
－
H
ω
゜
　
　
　
「
我
々
が
、
人
間
を
通
し
て
、
し
る
し
に
よ
っ
て
外
側
か
ら
勧
め
ら
れ
る
」

蔭ω
）

。

す
な
わち
、
一
、
話
し
手
が
あ
る
こ
と
を
考
え
な
が
ら
記
憶
に
託
さ
　
　
　
（
娼
興
げ
0
8
言
Φ
ω
ω
団
o
q
巳
ω
9
α
ヨ
o
昌
Φ
日
霞
暁
o
ユ
ω
）
の
は
、
命
題
の
真
偽
判
断

れた
他
の
こ
と
を
話
す
場
合
、
二
、
話
し
手
が
意
志
に
反
し
て
失
言
す
る
　
　
に
お
い
て
「
我
々
が
［
真
の
教
師
］
に
内
的
に
転
向
す
る
よ
う
教
示
さ
れ

場合
、
三
、
話
し
手
が
あ
る
言
葉
で
呼
ぶ
事
柄
を
聞
き
手
が
他
の
言
葉
で
　
　
る
た
め
」
（
口
け
　
餌
α
　
Φ
口
【
P
団
昌
群
O
　
O
O
昌
く
Φ
同
ω
博
　
Φ
同
口
匹
凶
餌
H
P
口
同
）
で
あ
る
（
H
県

呼
ぶ
場合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
一
挙
に
解
決
す
る
方
法
は
、
話
し
　
　
＆
）
。
こ
の
よ
う
に
、
命
題
の
真
偽
判
断
に
お
い
て
助
言
が
求
め
ら
れ
る
の

手
の

「思考
」
（
8
σ
q
圓
鼠
ま
）
を
直
接
内
的
に
「
見
る
」
（
ぎ
ω
且
o
霞
Φ
）
こ
　
　
は
「
天
の
教
師
」
と
呼
ば
れ
る
「
真
の
内
的
教
師
」
で
あ
る
。
未
知
の
事

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
直
視
は
も
ち
ろ
ん
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
「
言
　
　
柄
に
関
し
て
助
言
が
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
色
に
関
し
て
は
「
光
」
で
あ

葉
と
事
柄
と
の
乖
離
」
と
い
う
状
況
が
実
際
の
教
育
的
対
話
に
伴
う
こ
と
　
　
　
り
、
身
体
的
知
覚
の
対
象
に
関
し
て
は
「
こ
の
世
界
の
要
素
」
で
あ
り
、

は

必
然
であ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
解
の
対
象
に
関
し
て
は
「
内
的
真
理
」
で
あ
っ
た
（
旨
b
O
）
。
こ
の
際
、

　
（
三
）
真
の
内
的
教
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
識
者
が
全
幅
的
に
依
拠
す
る
も
の
は
、
「
話
さ
れ
る
言
葉
」
で
は
な
く
、

　
「
話
す
こ
と
」
を
通
し
て
教
師
が
伝
授
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
教
師
が
　
　
外
的
光
の
う
ち
で
機
能
す
る
「
身
体
的
目
」
（
同
O
°
ω
㎝
）
と
「
真
理
の
内
的
光
」

受け
た
「
教
育
的
知
識
」
（
島
ω
o
旦
貯
餌
）
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
知
覚
さ
れ
　
　
　
の
う
ち
で
機
能
す
る
「
内
密
で
純
粋
な
目
」
（
H
b
。
°
き
）
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス

把
握さ
れ
た
教
師
の
「
思
考
」
（
o
o
α
q
団
鼠
営
巨
）
で
あ
り
、
他
方
、
生
徒
の
　
　
テ
ィ
ヌ
ス
の
認
識
論
で
は
理
性
的
知
覚
が
身
体
的
知
覚
を
判
断
す
る
構
造

立
場
にあ
る
者
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
教
師
に
よ
っ
て
真
理
が
述
べ
ら
　
　
　
を
取
る
た
め
、
「
キ
リ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
る
「
内
的
真
理
」
、
す
な
わ
ち
「
不

れ
て

いる
か
否
か
を
自
ら
の
う
ち
で
「
考
察
す
る
」
（
o
o
拐
置
Φ
お
）
こ
と
に
　
　
変
な
神
の
力
」
で
あ
り
「
永
遠
の
知
恵
」
で
あ
る
方
（
H
H
齢
゜
。
°
。
）
が
「
可
感

あ
る
（
H
膳
齢
麟
）
。
そ
の
際
、
聞
き
手
は
彼
の
「
力
」
（
≦
ω
）
に
従
っ
て
、
自
　
　
的
対
象
」
と
「
可
知
的
対
象
」
の
両
者
の
上
に
立
つ
「
真
の
教
師
」
と
い

ら
の
う
ち
で
「
内
的
真
理
」
（
ぎ
8
ユ
o
同
く
o
簿
p
。
ω
）
を
「
見
る
」
（
同
暮
ロ
霞
Φ
）
　
　
う
こ
と
に
な
る
。
言
葉
に
よ
っ
て
教
え
よ
う
と
す
る
外
的
な
教
師
を
時
折

こ
と
に
よ
っ
て
教
師
の
言
葉
の
真
正
性
を
吟
味
す
る
（
H
卜
麟
）
。
別
の
箇
所
　
　
我
々
は
「
真
の
教
師
」
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
誤
謬
を
犯
す
の
で
あ
る
が

では
、
聞
き
手
の
把
握
能
力
が
「
自
ら
の
意
志
の
善
し
悪
し
に
よ
っ
て
」
　
　
　
（
同
匙
㎝
）
、
そ
の
原
因
は
話
し
手
の
「
述
べ
る
瞬
間
」
（
8
日
O
口
巴
o
o
昌
o
乱
ω
）

（
q
o
嘗
Φ
周
胃
8
ユ
”
日
ω
凶
く
Φ
白
餌
冨
日
ω
貯
①
げ
o
屋
曰
く
o
ピ
三
讐
Φ
日
）
増
減
　
　
と
聞
き
手
の
「
把
握
の
瞬
間
」
（
借
ヨ
弓
ロ
。
。
o
o
α
q
ロ
筐
o
艮
ω
）
と
の
問
に
極
め



て

小さ
い
時
間
的
ず
れ
し
か
存
在
し
な
い
た
め
で
あ
り
、
十
分
に
理
性
的
　
　
　
「
記
号
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
考
え
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
前
者
の
命
題
は

な
聞
き
手
は
「
講
義
者
」
（
ω
興
日
o
o
貯
き
ω
）
の
「
勧
め
」
（
巴
日
8
筐
o
）
　
　
　
三
つ
の
「
事
柄
」
が
、
後
者
の
命
題
は
五
つ
の
「
事
柄
」
が
各
記
号
に
よ
っ

の後
に
「
速
や
か
に
内
的
に
学
ぶ
」
（
o
ぎ
ヨ
貯
ω
島
ω
o
興
Φ
）
こ
と
が
で
き
　
　
　
て
指
示
さ
れ
る
が
、
同
時
に
各
命
題
全
体
は
一
つ
の
意
味
的
事
柄
、
す
な

る
か
ら
で
あ
る
と
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
説
明
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ち
一
つ
の
「
命
題
の
意
味
」
が
指
示
さ
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

　
（
四
）
言
葉
と
し
て
の
記
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
よ
り
、
一
方
で
、
「
言
葉
と
し
て
の
記
号
」
は
個
々
の
「
単
語
」
を

　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
「
言
葉
」
を
「
記
号
」
で
あ
る
と
述
べ
る
と
き
、
　
　
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
他
方
で
、
複
数
個
の
単
語
に
よ
っ
て
句
が

そ
れ
は
単
語
が
意
味
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
句
や
命
題
を
も
一
つ
の
記
　
　
構
成
さ
れ
命
題
が
構
成
さ
れ
る
に
従
っ
て
、
句
や
命
題
に
対
応
す
る
意
味

号
と
見
な
さ
れ
る
の
か
は
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
『
教
師
論
』
で
は
い
く
つ
　
　
的
事
柄
が
指
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
理
解
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
『
教
師
論
』

か
の

文
が引
用
さ
れ
て
記
号
論
が
分
析
さ
れ
る
の
だ
が
、
第
一
に
、
ア
ウ
　
　
は
こ
の
「
意
味
的
事
柄
」
を
端
的
に
「
事
柄
」
と
捉
え
て
い
る
訳
で
は
な

グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
ヴ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
詩
文
”
ω
団
巳
ぼ
一
Φ
呂
富
酵
o
ω
唇
Φ
同
－
　
　
い
）
。
そ
し
て
、
命
題
の
真
偽
性
に
関
し
て
は
、
精
神
が
「
内
的
真
理
」
に

凶ω

覧零
曾
信
吾
Φ
お
ぎ
ρ
鼠
”
を
引
用
し
、
こ
れ
が
「
八
つ
の
記
号
」
か
ら
　
　
助
言
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
真
偽
が
判
明
す
る
も
の
と
考
え
ら

構
成さ
れ
る
こ
と
を
表
明
す
る
（
b
。
°
ω
）
。
し
た
が
っ
て
、
文
章
の
最
小
構
成
　
　
　
れ
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
的
対
話
に
お
い
て
、
聞
き
手
の
「
認
識
能
力
の

単位
で
あ
る
個
々
の
「
単
語
」
が
一
義
的
に
コ
記
号
」
で
あ
る
と
理
解
さ
　
　
弱
さ
」
（
巨
げ
8
自
雷
ω
o
o
ヨ
魯
鋤
ω
）
の
ゆ
え
に
、
初
め
に
「
全
体
」
を
構

れる
。
ま
た
、
ダ
ニ
エ
ル
書
三
章
に
記
述
さ
れ
る
物
語
が
引
用
さ
れ
る
箇
　
　
成
す
る
「
部
分
」
に
関
し
て
質
問
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

所
で
は
、
「
三
人
の
少
年
」
（
嘗
Φ
ω
窟
Φ
邑
や
「
火
に
よ
っ
て
害
を
受
け
な
　
　
り
、
こ
の
場
合
、
聞
き
手
の
能
力
に
応
じ
て
内
的
に
学
ぶ
こ
と
に
な
る
よ

いこ
と
」
（
出
一
9
Φ
ω
幽
鋤
α
凶
讐
Φ
）
の
句
に
関
し
て
も
言
及
さ
れ
る
の
で
あ
る
　
　
う
な
仕
方
で
聞
き
手
が
質
問
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
教
師
の
コ
言
葉
の

が
（
H
目
゜
°
。
刈
）
、
こ
れ
ら
の
句
で
は
、
複
数
の
記
号
に
よ
っ
て
そ
の
同
数
の
事
　
　
　
役
割
」
で
あ
る
（
H
卜
。
°
お
）
。
こ
の
「
部
分
か
ら
全
体
へ
」
と
い
う
考
え
方
は
、

柄
が
指
示
さ
れ
る
と
同
時
に
、
句
全
体
で
は
一
つ
の
意
味
的
事
柄
が
指
示
　
　
次
に
考
察
す
る
「
問
答
法
」
（
島
巴
①
o
叶
圃
8
）
に
お
け
る
手
法
と
も
共
通
す
る
。

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
可
知
的
判
断
が
要
求
さ
れ
る
場
合

襲
ピ
海
駿
艶
葬
魏
羅
鑓
収
評
輪
賭
　
二
『
問
答
法
』
に
お
け
・
記
号
論
と
の
対
比

いう
二
つ
の
命
題
が
引
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
（
H
N
」
O
）
、
上
述
し
た
引
用
　
　
　
『
問
答
法
』
（
b
恥
織
疑
§
職
§
）
は
、
そ
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
真
作
性

文
の

説
明
から
判
断
す
れ
ば
、
二
つ
の
命
題
は
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
と
五
つ
の
　
　
が
長
く
疑
わ
れ
た
歴
史
を
持
つ
。
ダ
レ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
以
来
、
ア
ウ
グ

・

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
教
師
論
』
（
b
恥
ミ
蓉
S
）
に
お
け
る
記
号
論
（
須
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
〇
七
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八

ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
真
作
性
を
支
持
す
る
学
者
が
多
数
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
　
　
冒
日
o
暮
Φ
日
餌
暮
巳
簿
）
が
「
完
成
文
」
で
あ
り
、
「
山
に
向
か
い
急
ぐ
人
」

たこ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
議
論
は
未
だ
統
一
し
た
見
解
に
至
っ
　
　
　
（
げ
O
日
O
眺
Φ
ω
け
帥
昌
四
口
ω
幽
昌
H
口
O
口
け
Φ
H
P
）
は
「
未
完
成
文
」
で
あ
る
（
第
二
章
）
。

て

いな
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
本
研
究
で
は
、
教
養
教
科
の
一
部
を
構
成
　
　
さ
ら
に
、
「
す
べ
て
の
人
が
歩
く
」
（
o
目
H
凶
ω
げ
o
ヨ
o
曽
巳
σ
巳
讐
）
や
「
す

する
「
問
答
法
」
（
島
巴
⑦
o
け
ざ
o
）
に
関
し
て
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
当
然
共
　
　
べ
て
の
人
が
歩
か
な
い
」
（
o
日
駄
ω
げ
o
ヨ
o
昌
8
四
喜
巳
四
け
）
が
「
命
題
」

有
し
た
と
思
わ
れ
る
基
礎
知
識
と
し
て
、
本
著
を
位
置
付
け
る
こ
と
に
す
　
　
で
あ
る
（
第
二
章
）
。

る
。
こ
の
手
法
は
、
『
問
答
法
』
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
著
作
と
の
著
し
　
　
　
『
教
師
論
』
を
『
問
答
法
』
に
お
け
る
「
言
葉
の
分
類
」
か
ら
考
察
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
ハ
う
　

い内
容
的
類
似
性
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
　
　
ば
、
『
教
師
論
』
に
お
け
る
「
三
人
の
少
年
」
（
窪
Φ
ω
薯
巴
）
な
ど
の
句
や

「言
葉
の

分類
」
「
理
性
的
判
断
と
内
的
真
理
」
「
『
記
号
－
事
柄
』
関
係
の
　
　
「
飛
ぶ
人
を
見
た
」
（
げ
o
ヨ
貯
Φ
8
＜
o
訂
暮
Φ
日
≦
α
凶
）
な
ど
の
命
題
は
「
多

内
的
把
握
」
「
言
葉
の
分
類
と
口
述
可
能
な
も
の
」
に
関
し
て
述
べ
た
い
。
　
　
く
の
事
柄
」
を
指
示
す
る
言
葉
で
あ
る
「
複
合
語
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
（
一
）
言
葉
の
分
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
か
ら
も
確
か
ら
し
い
こ
と
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

　
「
上
手
く
議
論
す
る
た
め
の
学
」
（
げ
魯
①
島
超
再
雪
陸
ω
9
曾
叶
凶
騨
）
と
定
　
　
の
記
号
論
に
お
け
る
「
記
号
」
は
個
々
の
「
単
語
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と

義さ
れ
る
「
問
答
法
」
（
島
巴
o
o
瓜
8
）
に
お
い
て
、
「
言
葉
」
（
く
臼
び
環
日
）
　
　
　
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
「
記
号
－
事
柄
」
関
係
は
一
義
的
に
「
単
語
－
指
示
内

が
「
単
語
」
（
＜
臼
び
環
日
ω
巨
且
Φ
×
）
と
「
複
合
語
」
（
＜
Φ
昌
賃
日
o
o
且
巨
o
冒
ヨ
）
　
　
容
」
関
係
で
あ
る
と
ひ
と
ま
ず
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

と
に
分
類
さ
れ
（
第
一
章
）
、
「
複
合
語
」
が
さ
ら
に
「
完
成
文
」
（
巨
且
Φ
口
匿
　
　
　
　
「
文
」
（
ω
①
暮
Φ
葺
鋤
）
は
「
単
純
命
題
／
単
文
」
（
ω
①
暮
魯
け
冨
ω
巨
覧
Φ
×
）

ω
Φ暮
Φ
昌
口
餌
）
と
「
未
完
成
文
」
（
口
8
巨
営
Φ
巳
四
ω
Φ
再
魯
甑
”
）
と
に
分
類
　
　
　
と
「
複
合
命
題
／
複
文
」
（
ω
Φ
暮
窪
賦
p
・
o
o
且
琶
o
富
）
と
に
分
類
さ
れ
る
（
第

さ
れ
、
「
完
成
文
」
が
さ
ら
に
真
偽
が
問
わ
れ
る
「
命
題
」
（
狭
義
の
　
　
三
章
）
。
「
す
べ
て
の
人
が
歩
く
」
（
o
邑
ω
ぽ
o
B
o
o
巳
∪
巳
騨
）
の
よ
う
に

ω魯
8
葺
p
）
と
真
偽
が
問
わ
れ
な
い
「
命
令
文
」
や
「
感
嘆
文
」
な
ど
に
　
　
他
の
文
と
直
接
的
に
関
連
し
な
い
文
が
「
単
純
命
題
」
で
あ
り
、
「
も
し
彼

分
類さ
れ
る
（
第
二
章
）
。
「
何
か
一
つ
の
こ
と
」
（
ロ
歪
ヨ
ρ
9
α
号
目
）
を
　
　
が
歩
け
ば
、
彼
は
動
く
」
（
匹
①
喜
巳
辞
日
o
〈
①
け
霞
）
の
よ
う
に
他
の
文

指
示
する
言
葉
が
「
単
語
」
で
あ
り
（
第
一
章
）
、
「
多
く
の
事
柄
」
（
お
ω
　
　
と
の
関
連
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
文
は
「
複
合
命
題
」
で
あ
る
。
後
者
の

巳霞
窃
）
を
指
示
す
る
言
葉
が
「
複
合
語
」
で
あ
る
（
第
二
章
）
。
た
と
え
　
　
例
文
が
真
で
あ
る
た
め
に
は
、
「
彼
が
歩
く
」
か
つ
そ
の
結
果
「
彼
は
動
く
」

ば
、
「
人
」
（
げ
o
目
o
）
や
「
議
論
す
る
」
（
島
ω
旨
鼠
け
）
が
「
単
語
」
で
あ
り
、
　
　
か
、
あ
る
い
は
「
彼
が
動
か
な
い
」
か
つ
そ
の
結
果
「
彼
は
歩
か
な
い
」

「
私
が
話
す
」
（
一
〇
ρ
信
o
H
＞
や
「
人
が
歩
く
」
（
ゴ
o
日
o
鋤
暮
巳
口
け
）
は
「
複
　
　
か
、
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
複
合
命
題
で
は
、
例

合語
」
で
あ
る
。
ま
た
、
「
人
が
山
に
向
か
い
急
ぎ
歩
く
」
（
げ
o
ヨ
o
冷
ω
け
営
き
ω
　
　
え
ば
、
「
彼
が
歩
く
」
と
「
彼
が
動
く
」
と
い
う
二
つ
の
命
題
が
「
も
し
」



と
い
う
接
続
詞
に
よ
っ
て
連
結
さ
れ
る
そ
の
論
理
性
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
　
　
と
V
は
起
こ
り
え
な
い
」
と
し
、
大
前
提
を
「
誰
で
あ
れ
起
こ
り
え
な
い

ス

の

三
段
論法
に
基
礎
付
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
小
前
提
で
あ
る
「
そ
　
　
こ
と
は
肉
眼
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
二
つ
の
真

の

人
が
歩く
」
（
げ
o
ヨ
o
画
ω
8
曽
ヨ
げ
巳
9
。
け
）
と
大
前
提
で
あ
る
「
誰
で
あ
れ
　
　
の
命
題
か
ら
「
〈
人
が
飛
ぶ
こ
と
〉
は
肉
眼
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

歩く
人
は
動
く
」
（
ρ
ロ
画
ω
ρ
乱
ω
口
9
①
日
p
喜
巳
緯
日
o
＜
Φ
け
負
）
と
か
ら
結
　
　
い
う
結
論
が
得
ら
れ
、
「
も
し
人
が
翼
の
な
い
動
物
で
あ
れ
ば
、
〈
人
が
飛

論
の

「ゆ
え
に
、
そ
の
人
は
動
く
」
（
げ
o
目
o
団
ω
δ
凶
o
q
凶
密
村
日
o
〈
Φ
言
「
）
が
　
　
ぶ
こ
と
〉
は
肉
眼
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
複
合
命
題
が
真
で

得
ら
れ
る
と
い
う
論
理
性
に
基
礎
が
置
か
れ
る
。
『
問
答
法
』
は
ス
ト
ア
主
　
　
あ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
「
飛
ぶ
人
を
見
た
」
と
い
う
命
題
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
リ

義
の
言
語
論
に
強
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
論
証
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
、
　
　
偽
で
あ
る
こ
と
を
論
理
的
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

アリ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
オ
ル
ガ
ノ
ン
」
に
基
礎
を
持
つ
こ
と
は
述
べ
る
ま
　
　
　
「
飛
ぶ
人
を
見
た
」
と
述
べ
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
嘘
を
述
べ
て
い
る
と

でも
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
断
さ
れ
る
。
次
に
、
「
賢
者
は
愚
者
に
勝
る
」
（
ω
9
且
Φ
暮
Φ
ω
ゲ
o
巳
津
ω

　
（
二
）
理
性
的
判
断
と
内
的
真
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
葺
匠
ω
ω
ロ
ロ
け
日
Φ
ぎ
お
ω
）
と
い
う
命
題
の
場
合
は
、
三
段
論
法
か
ら
、
「
も

　
『
教
師
論
』
に
お
い
て
「
内
的
真
理
」
に
助
言
が
求
め
ら
れ
る
の
は
こ
の
　
　
し
そ
の
人
が
賢
者
で
あ
れ
ば
、
そ
の
人
は
知
恵
を
持
つ
」
と
「
も
し
そ
の

種
の

理
性的
判
断
で
あ
り
、
可
知
的
対
象
に
関
す
る
論
理
的
命
題
の
真
偽
　
　
　
人
が
愚
者
で
あ
れ
ば
、
そ
の
人
は
知
恵
を
持
た
な
い
」
と
い
う
二
つ
の
複

性
は
「
真
理
の
内
的
光
」
に
照
ら
さ
れ
て
内
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
、
　
　
合
命
題
が
得
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
も
し
そ
の
人
が
知
恵
を
持
て
ば
、
そ
の

と
い
う
の
が
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
主
張
で
あ
る
。
上
述
の
「
飛
ぶ
人
を
　
　
人
は
知
恵
を
持
た
な
い
人
に
勝
る
」
が
真
の
命
題
で
あ
れ
ば
、
「
も
し
そ
の

見た
」
（
げ
O
b
P
凶
口
Φ
ヨ
＜
〇
一
四
口
け
Φ
ヨ
ぐ
凶
α
凶
）
と
い
う
命
題
を
考
え
た
い
。
第
一
　
　
　
人
が
賢
者
で
あ
れ
ば
、
そ
の
人
は
愚
者
に
勝
る
」
も
真
の
命
題
で
あ
る
こ

に
、
「
人
が
飛
ぶ
」
（
び
o
日
o
＜
9
暮
）
と
い
う
命
題
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
　
　
と
に
な
る
。

小
前
提を
「
そ
の
人
は
翼
の
な
い
動
物
で
あ
る
」
と
し
、
大
前
提
を
「
誰
　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
可
知
的
魁
象
に
関
す
る
命
題
は
、
理
性
を
通
し
て
、
「
内

であ
れ
翼
の
な
い
動
物
で
あ
れ
ば
、
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
す
れ
ば
、
　
　
的
真
理
」
、
す
な
わ
ち
「
不
変
な
神
の
力
」
で
あ
り
「
永
遠
の
知
恵
」
で
あ

こ
れ
ら
二
つ
の
真
の
命
題
か
ら
「
そ
の
人
は
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
　
　
る
方
に
助
言
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
真
偽
判
断
が
可
能
と
な
る
。
ア
ウ

いう
結
論
が
得
ら
れ
、
「
も
し
そ
の
人
が
翼
の
な
い
動
物
で
あ
れ
ば
、
飛
ぶ
　
　
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
主
張
に
お
い
て
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
真

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
複
合
命
題
が
真
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
　
　
偽
判
断
は
理
性
の
持
つ
生
来
的
判
断
能
力
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
い
る
の

は
、
「
人
が
飛
ぶ
」
と
い
う
事
象
は
そ
の
人
が
翼
の
な
い
動
物
で
あ
る
限
り
　
　
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
理
性
は
「
意
志
」
が
善
け
れ
ば
善
い
ほ

起こ
り
え
な
い
こ
と
に
対
応
す
る
。
第
二
に
、
小
前
提
を
「
〈
人
が
飛
ぶ
こ
　
　
ど
「
真
理
の
内
的
光
」
に
照
ら
さ
れ
、
「
真
理
の
内
的
光
」
に
照
ら
さ
れ
れ

アウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
教
師
論
』
（
b
恥
ミ
鵡
駐
ぎ
）
に
お
け
る
記
号
論
（
須
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九



一
一
〇

9

ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
正
し
い
真
偽
判
断
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
　
　
葉
の
分
類
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
照
明
説
」
に
お
い
て
は
、
単
な
る
論
　
　
　
　
さ
ら
に
、
「
す
べ
て
の
言
葉
が
記
号
で
あ
り
」
（
b
。
°
ω
覧
゜
H
O
）
、
「
記
号
に

理性
が
問
題
と
な
る
の
で
は
な
く
、
「
あ
っ
、
な
る
ほ
ど
！
」
と
い
う
喜
び
　
　
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
記
号
で
な
い
も
の
」
（
野
゜
。
）
が

と
論
理
的
納
得
と
を
伴
い
も
つ
「
気
づ
き
」
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
「
事
柄
」
で
あ
る
と
す
る
『
教
師
論
』
に
対
し
、
『
問
答
法
』
で
は
コ
言
葉

　
（
三
）
「
記
号
ー
事
柄
」
関
係
の
内
的
把
握
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
一
つ
の
何
ら
か
の
事
柄
の
記
号
で
あ
り
、
そ
れ
は
聞
き
手
に
よ
っ
て
理

　
「
記
号
」
（
ω
凶
讐
鑑
巨
）
が
「
何
か
を
指
示
す
る
す
べ
て
」
と
定
義
さ
れ
る
　
　
解
さ
れ
、
話
し
手
に
よ
っ
て
話
さ
れ
る
」
（
＜
Φ
昌
二
日
o
ω
け
ロ
巳
¢
ω
。
巳
口
ω
ρ
器

『教師
論
』
（
↑
O
）
に
対
し
、
『
問
答
法
』
で
は
「
感
覚
に
対
し
て
は
そ
れ
自
　
　
お
団
ω
凶
磐
q
β
ρ
口
o
Ω
餌
び
窪
＆
①
昌
8
b
o
器
律
貯
け
巴
Φ
o
Q
眞
四
δ
ρ
億
Φ
暮
Φ

身
を
示
し
、
同
時
に
魂
に
対
し
て
は
そ
れ
を
超
え
て
何
か
を
示
す
も
の
」
　
　
只
9
讐
ロ
日
）
と
表
現
さ
れ
る
（
第
五
章
）
。
『
教
師
論
』
で
、
こ
の
言
葉
の

（ρロ
o
氏
Φ
け
゜
・
Φ
首
ω
賃
日
ω
窪
ω
巳
Φ
け
冨
冨
簿
Φ
同
器
⇔
言
鼠
自
〇
三
目
o
o
ω
審
コ
・
　
　
把
握
の
基
礎
が
「
記
号
－
事
柄
」
関
係
に
関
す
る
内
的
把
握
に
置
か
れ
た

9
け
）
と
よ
り
踏
み
込
ん
で
定
義
さ
れ
る
（
第
五
章
）
。
ま
た
、
「
言
葉
」
　
　
　
の
と
同
様
に
（
同
H
』
①
）
、
『
問
答
法
』
で
も
、
言
葉
と
事
柄
の
把
握
は
魂
の

（＜
o
旨
¢
日
）
が
「
文
節
化
さ
れ
た
音
声
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
指
示
内
容
　
　
う
ち
の
出
来
事
で
あ
り
（
第
四
章
）
、
自
ら
に
対
応
す
る
事
柄
の
存
在
を
放

を
伴
い
な
が
ら
言
及
さ
れ
る
す
べ
て
」
と
定
義
さ
れ
る
『
教
師
論
』
（
蔭
゜
㊤
）
　
　
棄
し
な
い
よ
う
な
あ
り
方
で
言
葉
は
事
柄
の
記
号
で
あ
り
、
対
応
す
る
事

に
対
し
、
『
問
答
法
』
で
は
コ
つ
の
何
ら
か
の
事
柄
の
記
号
」
（
ロ
巳
口
ω
・
　
　
柄
が
魂
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
と
き
に
言
葉
は
記
号
内
容
と
し
て
事
柄
に

oロ貯
ω
ρ
ロ
Φ
8
一
ω
貫
ロ
ロ
日
）
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
（
第
五
章
）
。
他
方
、
　
　
　
属
す
る
よ
う
に
な
る
と
見
な
さ
れ
る
（
第
五
章
）
。
こ
の
よ
う
に
、
言
葉
と

「
事柄
」
（
H
8
）
が
「
指
示
可
能
な
も
の
」
（
ω
凶
α
q
巳
団
凶
＄
げ
津
ω
）
と
「
記
号
－
事
　
　
　
記
号
と
事
柄
と
の
関
係
性
と
そ
の
把
握
方
法
に
お
い
て
両
書
は
類
似
し
て

柄
」
関
係
か
ら
説
明
さ
れ
る
『
教
師
論
』
（
野
゜
。
）
に
対
し
、
『
問
答
法
』
で
　
　
　
い
る
。

は

「何
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
知
覚
さ
れ
、
あ
る
い
は
理
解
さ
れ
、
あ
る
い
　
　
　
（
四
）
言
葉
の
分
類
と
口
述
可
能
な
も
の

は
隠
さ
れ
た
り
す
る
も
の
」
（
ρ
巳
8
ロ
置
く
匹
器
昌
蜂
霞
く
Φ
＝
韓
巴
o
σ
q
同
冒
　
　
　
　
『
問
答
法
』
で
は
、
「
言
葉
」
（
く
臼
び
信
昌
）
で
言
い
表
す
こ
と
の
で
き
る

く
o
＝
讐
Φ
け
）
と
知
覚
者
の
立
場
か
ら
定
義
さ
れ
（
第
五
章
）
、
定
義
の
視
点
　
　
　
も
の
が
四
つ
に
分
類
さ
れ
る
（
第
五
章
）
。
す
な
わ
ち
、
言
葉
自
身
に
関
し

が
互
い
に相
違
す
る
。
「
記
号
」
と
「
事
柄
」
に
関
し
て
『
問
答
法
』
と
『
教
　
　
　
て
議
論
さ
れ
る
と
き
の
言
葉
が
「
言
葉
自
体
」
（
狭
義
の
く
臼
σ
自
p
）
と
呼

師論
』
の
定
義
を
比
較
す
れ
ば
、
『
問
答
法
』
で
は
「
知
覚
者
の
精
神
」
と
　
　
ば
れ
、
「
耳
で
は
な
く
魂
が
言
葉
か
ら
知
覚
し
、
魂
そ
れ
自
身
に
よ
っ
て
内

の関
わ
り
か
ら
定
義
さ
れ
る
の
に
対
し
、
『
教
師
論
』
で
は
「
記
号
ー
事
柄
」
　
　
容
が
保
持
さ
れ
る
も
の
は
何
で
あ
れ
」
（
［
ρ
］
鼠
α
ρ
巳
血
…
o
×
＜
臼
げ
o
ロ
8

関
係
か
ら
定
義
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
傾
向
は
、
後
述
す
る
「
言
　
　
　
p
霞
Φ
ω
ω
o
儀
臼
。
巳
目
g
ω
ω
Φ
ロ
寓
け
9
甘
ω
o
雪
巨
0
8
昌
Φ
け
霞
ぎ
〇
一
ロ
ω
毒
）
「
口



述
可能
な
も
の
」
（
島
o
凶
げ
自
Φ
）
と
呼
ば
れ
、
「
そ
れ
自
身
の
た
め
で
な
く
、
　
　
　
ば
見
た
り
触
れ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
事
柄
」
（
お
ω
）
で
あ
る
。
し
た

他
の
何
か
の
指
示
さ
れ
る
も
の
の
た
め
に
言
葉
が
発
せ
ら
れ
た
と
き
」
　
　
　
が
っ
て
、
端
的
に
言
え
ば
、
一
義
的
に
見
た
り
触
れ
た
り
で
き
る
対
象
物

（
［o
冒巨
…
＜
臼
げ
ロ
日
買
o
o
①
凸
け
p
8
只
o
R
魯
ω
①
ω
Φ
α
只
o
嘗
霞
巴
冒
α
　
　
が
「
事
柄
」
で
あ
り
、
言
葉
そ
の
も
の
が
問
題
と
な
る
場
合
の
言
葉
が
「
言

巴δ
口
置
ω
お
三
h
8
碧
匹
ロ
日
）
「
口
述
」
（
島
o
瓜
o
）
と
呼
ば
れ
、
「
そ
れ
に
よ
っ
　
　
葉
自
体
」
で
あ
り
、
魂
に
お
い
て
保
持
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
、
す
な
わ
ち
所

て指
示
さ
れ
得
る
と
こ
ろ
の
言
葉
を
所
持
し
よ
う
が
し
ま
い
が
、
今
や
言
　
　
与
表
象
が
「
口
述
可
能
な
も
の
」
で
あ
り
、
「
言
葉
自
体
」
と
「
口
述
可
能

葉
で
も
な
い
、
精
神
の
う
ち
の
言
葉
の
概
念
で
も
な
い
、
事
柄
そ
れ
自
身
」
　
　
な
も
の
」
を
同
時
に
伝
達
す
る
も
の
が
「
口
述
」
で
あ
る
。

（
［
邑
Φ
ω
…
首
ω
ρ
ρ
虞
器
冨
日
く
①
吾
ロ
ヨ
昌
o
昌
o
曾
ロ
Φ
ρ
儀
Φ
く
臼
び
同
貯
日
o
暮
①
　
　
　
『
問
答
法
』
に
お
け
る
「
事
柄
」
は
、
正
確
に
述
べ
れ
ば
、
知
覚
さ
れ
た

8
ロ
o
魯
自
P
ω
貯
Φ
冨
び
Φ
9
＜
霞
び
賃
ヨ
ρ
償
o
臨
碧
窪
8
二
b
o
ω
臨
け
》
ω
ぞ
o
ロ
o
口
　
　
り
、
理
解
さ
れ
た
り
、
隠
さ
れ
た
り
す
る
対
象
物
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

訂
げ
Φ
ρ
け
）
が
「
事
柄
」
（
お
ω
）
と
呼
ば
れ
る
（
第
五
章
）
。
し
た
が
っ
て
、
　
　
「
言
葉
自
体
」
「
口
述
可
能
な
も
の
」
「
口
述
」
以
外
に
何
で
あ
れ
存
在
す
る

「言
葉
自
体
」
（
狭
義
の
く
Φ
吾
ロ
ヨ
）
は
言
葉
そ
の
も
の
を
指
示
す
る
言
葉
で
　
　
対
象
物
で
あ
り
、
「
可
感
的
対
象
物
」
と
「
可
知
的
対
象
物
」
と
に
分
類
さ

あ
り
、
「
口
述
可
能
な
も
の
」
（
島
o
凶
び
濠
）
は
魂
に
お
い
て
保
持
さ
れ
る
も
　
　
れ
る
。
ま
た
、
「
感
覚
に
対
し
て
は
そ
れ
自
身
を
示
し
、
同
時
に
魂
に
対
し

のを
指
示
す
る
言
葉
で
あ
り
、
「
口
述
」
（
臼
o
鉱
o
）
は
「
言
葉
自
体
」
と
「
口
　
　
　
て
は
そ
れ
を
超
え
て
何
か
を
示
す
も
の
」
と
定
義
さ
れ
る
「
言
葉
と
し
て

述
可能
な
も
の
」
が
指
示
す
る
言
葉
、
す
な
わ
ち
、
言
葉
自
体
と
言
葉
を
　
　
　
の
記
号
」
が
「
口
述
」
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
感
覚
に
対

通
し
て
魂
に
お
い
て
保
持
さ
れ
る
も
の
を
指
示
す
る
言
葉
で
あ
り
、
「
事
　
　
し
て
示
す
「
そ
れ
自
身
」
と
い
う
の
が
「
言
葉
自
体
」
で
あ
り
、
魂
に
対

柄
」
（
「
①
ω
）
は
「
言
葉
自
体
」
「
口
述
可
能
な
も
の
」
「
口
述
」
以
外
に
何
で
　
　
し
て
そ
れ
を
超
え
て
示
す
「
何
か
」
と
い
う
の
が
「
口
述
可
能
な
も
の
」

あ
れ
存
在
す
る
も
の
を
指
示
す
る
言
葉
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
「
口
述
可
能
な
も
の
」
（
島
o
ま
凶
一
〇
）
が
認
識

　た
と
え
ば
、
「
げ
§
身
は
話
法
の
ど
の
部
分
に
属
す
る
か
」
と
い
う
例
　
　
論
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
の
で
あ
る
。

文
に
お
い
て
、
“
胃
ヨ
身
が
「
言
葉
自
体
」
で
あ
り
、
「
話
法
の
ど
の
部
分

α欝
華
嬉
蝿
懸
。
窪
髭
算
蟻
難
舞
　
三
ア
・
ス
・
一
ア
レ
ス
『
命
轟
に
お
け
・
記
号
論
・
の
対
比

（a
O
幽
げ
自
Φ
）
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
ヴ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
に
よ
っ
て
　
　
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
命
題
論
』
に
お
け
る
記
号
論
と
の
比
較
を
通
し
て
、

“

餌§
身
と
述
べ
ら
れ
る
場
合
は
そ
れ
が
「
戦
争
や
兵
器
」
を
指
示
し
て
い
　
　
『
教
師
論
』
に
お
け
る
記
号
論
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、

る
の
で
「
口
述
」
（
凸
o
け
同
o
）
で
あ
っ
て
、
「
戦
争
や
兵
器
」
は
目
下
に
あ
れ
　
　
「
記
号
論
」
「
命
題
の
意
味
と
多
義
性
の
問
題
」
に
関
し
て
述
べ
た
い
。

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
教
師
論
』
（
b
恥
ミ
襲
聾
こ
）
に
お
け
る
記
号
論
（
須
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
】



一＝
一

　
（
一
）
記
号
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
そ
れ
は
「
記
号
－
口
述
可
能
な
も
の
」
関
係
に
対
す
る
「
事
柄
ー
ロ

　
アリ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
命
題
論
』
（
b
恥
§
尉
愚
蕊
ミ
§
§
鳴
）
の
冒
頭
で
記
　
　
　
述
可
能
な
も
の
」
関
係
の
認
識
に
お
け
る
優
先
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

号
論を
簡
潔
に
述
べ
る
（
第
一
章
）
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
話
し
言
葉
」
　
　
　
『
教
師
論
』
に
お
い
て
「
言
葉
」
が
認
識
に
お
け
る
契
機
と
し
て
し
か
認
め

含
9
雪
8
曾
昌
）
は
「
事
柄
」
（
も
旦
養
農
）
の
し
る
し
で
は
な
く
、
「
魂
　
　
　
ら
れ
な
い
の
は
、
「
事
柄
－
口
述
可
能
な
も
の
」
関
係
の
把
握
を
基
軸
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
セ
リ

に
お
け
る
受
動
様
態
」
含
脅
雪
昌
く
d
蚤
養
Φ
昔
§
2
）
の
「
し
る
し
」
　
　
　
る
記
号
論
の
三
項
構
造
に
由
来
す
る
た
め
で
あ
る
。

（
巳
葛
。
ぎ
）
で
あ
る
。
「
話
し
言
葉
」
含
9
。
雪
昌
曾
8
）
と
そ
の
し
る
し
で
　
　
　
　
（
二
）
命
題
の
意
味
と
多
義
性
の
問
題

あ
る
「
書
き
言
葉
」
貫
唱
唇
ひ
焉
く
8
は
そ
れ
ら
を
使
用
す
る
人
々
に
応
　
　
　
ま
た
、
『
命
題
論
』
に
お
い
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
文
と
命
題
に
関
し
て

じ
て
異
な
る
の
に
対
し
、
「
魂
に
お
け
る
受
動
様
態
」
と
「
事
柄
」
は
す
べ
　
　
説
明
す
る
（
第
四
～
五
章
）
。
「
文
」
（
ま
ぢ
の
）
が
真
偽
を
問
う
「
命
題
」
（
狭

て

の

人々

に
共
通
な
も
の
で
あ
る
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
考
え
る
。
そ
し
　
　
義
の
ま
く
。
の
＼
ま
く
o
の
曾
。
貫
く
⇒
ま
の
）
と
真
偽
を
問
わ
な
い
「
祈
願
文
」
な

て
、
「
魂
に
お
け
る
受
動
様
態
」
は
「
事
柄
」
の
「
写
し
」
（
曾
9
曾
§
2
）
　
　
ど
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
は
『
問
答
法
』
と
同
様
で
あ
る
。
「
命
題
」
（
評
♀
o
の

　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

と
理
解
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俳
目
o
合
§
コ
誘
ひ
の
）
は
一
つ
の
「
動
詞
」
（
ひ
著
9
）
あ
る
い
は
一
つ
の
「
動
詞

　
アリ
ス
ト
テ
レ
ス
の
記
号
論
が
「
記
号
－
様
態
」
関
係
と
い
う
端
的
な
　
　
の
変
化
形
」
（
§
8
1
9
の
ひ
昔
§
o
の
）
を
持
ち
（
第
五
章
）
、
「
真
で
あ
る
」

二
項
構
造
であ
る
の
対
し
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
そ
れ
は
「
記
号
－
事
　
　
　
（
9
ぎ
Φ
。
。
φ
。
。
＆
か
「
偽
で
あ
る
」
（
＜
。
。
ひ
詳
q
①
8
か
す
る
「
文
」
（
ま
く
o
の
）

柄
」
「
記
号
－
口
述
可
能
な
も
の
」
「
事
柄
－
口
述
可
能
な
も
の
」
と
い
う
　
　
で
あ
る
（
第
四
章
）
。
『
教
師
論
』
（
9
H
O
）
で
も
「
十
分
命
題
」
（
覧
①
轟

三
つ
の

項を
有
す
る
三
項
構
造
で
あ
る
。
よ
り
詳
細
に
述
べ
れ
ば
、
身
体
　
　
ω
①
簿
魯
け
団
p
）
が
「
名
詞
」
と
「
動
詞
」
か
ら
構
成
さ
れ
、
否
定
肯
定
さ
れ

的

知覚
や
理
性
を
通
し
て
得
ら
れ
た
「
事
柄
ー
口
述
可
能
な
も
の
　
　
る
文
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の

（
島
o
凶
巨
Φ
）
」
関
係
の
把
握
を
基
礎
に
、
外
的
な
「
言
葉
」
か
ら
の
類
推
に
　
　
「
文
」
に
は
「
意
味
が
あ
り
」
（
9
毫
Ω
く
コ
ま
の
）
（
第
四
章
）
、
「
一
つ
の
命
題
」

よ
っ
て
「
記
号
－
口
述
可
能
な
も
の
」
関
係
を
学
び
取
る
構
造
で
あ
る
。
　
　
　
（
魅
の
ま
ぢ
の
雪
。
言
く
舜
内
曾
）
や
「
接
続
詞
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
一
つ
の
命

換
言す
れ
ば
、
そ
れ
は
外
的
な
「
言
葉
」
を
契
機
と
し
た
「
記
号
－
口
述
　
　
　
題
」
（
9
｝
く
。
。
邸
q
㌃
7
9
魅
の
）
は
「
肯
定
」
（
嚢
a
曾
9
の
）
と
し
て
或
い
は
「
否

可能
な
も
の
」
関
係
の
内
的
把
握
を
通
し
て
、
「
記
号
－
事
柄
」
と
い
う
外
　
　
定
」
（
雪
ひ
貫
9
の
）
と
し
て
コ
つ
の
物
事
を
説
明
す
る
」
（
警
α
5
ぎ
く
）

的関
係
（
可
感
的
対
象
の
場
合
）
を
内
的
に
把
握
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
　
　
　
（
第
五
章
）
。
「
命
題
」
に
真
偽
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
の
は
、
ア
リ
ス
ト
テ

る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
記
号
論
に
お
い
て
強
調
さ
れ
　
　
　
レ
ス
が
説
明
す
る
よ
う
に
、
コ
つ
の
命
題
に
は
一
つ
の
主
張
が
あ
る
」
と

る
こ
と
は
「
言
葉
の
把
握
」
に
対
す
る
「
事
柄
の
把
握
」
の
先
行
性
で
あ
　
　
　
い
う
前
提
の
た
め
で
あ
る
。



　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
命
題
論
』
と
の
対
比
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
　
　
や
「
論
証
」
の
下
で
不
確
定
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ

は
、
言
葉
の
「
不
明
瞭
性
」
（
o
げ
ω
。
霞
同
雷
ω
）
や
「
不
確
定
性
」
（
餌
ヨ
ぼ
碧
幽
富
ω
）
　
　
ら
れ
る
。
「
命
題
の
意
味
」
に
到
達
す
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
一

に

対し
て
『
教
師
論
』
と
『
問
答
法
』
が
持
つ
関
心
の
高
さ
で
あ
る
。
言
　
　
　
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
が
相
互
に
関
係
し
合
う
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら

葉
の多
義
性
に
基
づ
く
「
記
号
－
口
述
可
能
な
も
の
」
関
係
の
多
様
性
を
　
　
な
い
。
そ
の
際
、
「
動
詞
」
を
中
心
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
「
言
葉
の
相
互
関

下
に
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
た
と
え
ば
『
教
師
論
』
の
前
半
で
文
脈
　
　
係
」
を
通
し
た
類
推
に
よ
っ
て
、
妥
当
す
る
「
命
題
の
意
味
」
が
選
択
さ

に
依
存
す
る
“
口
o
ヨ
o
炉
の
意
味
と
そ
の
類
似
語
と
の
関
係
性
を
分
析
す
　
　
れ
る
こ
と
に
な
る
。

る
。
こ
の
議
論
に
お
い
て
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
「
記
号
－
事
柄
」
関
　
　
　
言
葉
が
「
多
義
的
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ
の
言
葉
に
対
応
し

係
が
、
よ
り
厳
密
に
「
記
号
－
口
述
可
能
な
も
の
」
関
係
の
把
握
と
し
て
　
　
た
「
口
述
可
能
な
も
の
」
が
複
数
個
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
言
葉

の

「言
葉
の

意味
」
が
、
文
脈
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
議
　
　
　
の
相
互
関
係
か
ら
命
題
の
意
味
を
類
推
す
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
妥
当
す

論
する
。
す
な
わ
ち
、
多
義
性
の
言
葉
を
含
む
「
命
題
全
体
の
意
味
」
が
　
　
　
る
一
つ
の
意
味
を
命
題
に
与
え
る
た
め
の
、
単
語
数
に
応
じ
た
「
口
述
可

そ
の
多
義
性
の
言
葉
の
「
記
号
内
容
」
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
　
　
　
能
な
も
の
」
の
適
切
な
組
み
合
わ
せ
を
見
出
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ

て
、
理
解
の
過
程
に
お
い
て
は
『
問
答
法
』
が
主
張
す
る
よ
う
に
「
部
分
　
　
　
の
作
業
は
「
外
的
」
に
聞
か
れ
る
「
言
葉
」
を
契
機
に
行
わ
れ
る
「
内
的

から
全
体
へ
」
の
方
向
を
取
る
が
、
多
義
性
の
言
葉
の
「
記
号
内
容
」
と
　
　
な
理
性
的
類
推
」
で
あ
る
。
『
問
答
法
』
の
著
者
は
文
や
論
証
が
不
確
定
的

な
る
と
「
全
体
か
ら
部
分
へ
」
の
分
析
が
同
時
に
必
要
と
な
る
訳
で
あ
る
。
　
　
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
す
る
が
、
実
際
の
教
育
的
対
話
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
てそ
れ
が
妥
当
す
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
話
し
手
の
「
思
考
」
に
妥
当
す

四

事
柄
の

震
・
言
葉
の
甕
　
　
　
嚇
羅
鞭
蛎
暴
騎
殼
源
灘
幕
韓
罐
煮

　
『
問
答
法
』
の
著
者
は
「
す
べ
て
の
言
葉
は
不
確
定
的
で
あ
る
と
問
答
家
　
　
ぶ
人
を
見
た
」
と
い
う
命
題
が
偽
と
判
定
さ
れ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、

によ
っ
て
最
も
正
し
く
述
べ
ら
れ
る
」
（
お
o
け
凶
ω
゜
。
巨
Φ
癖
。
島
巴
①
o
け
画
9
ω
島
9
　
　
も
し
話
し
手
に
相
当
の
「
権
威
」
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
真
で
あ
る
と
主

＃
巨
Φ
ω
け
o
日
ぼ
讐
ロ
ヨ
①
ω
ω
Φ
o
霞
Φ
＜
霞
び
自
ヨ
）
と
述
べ
、
「
言
葉
」
が
単
　
　
張
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
飛
ぷ
人
を
見
た
」
と
い
う
命
題
は
話
し
手
の
真
正
な

独
で
使用
さ
れ
る
限
り
多
義
的
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
（
第
九
章
）
。
同
　
　
　
「
思
考
」
を
伝
え
る
「
記
号
」
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
命
題
が
真
と
な
る
よ

時に
、
「
文
」
（
ω
Φ
三
魯
け
凶
四
）
や
「
論
証
」
（
島
ω
旨
富
け
圃
o
）
が
不
確
定
的
で
　
　
う
に
「
飛
ぶ
人
」
（
げ
o
§
ぎ
。
8
＜
o
冨
ロ
8
日
）
を
比
喩
的
に
解
釈
す
る
道
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
同
様
に
「
言
葉
」
は
そ
れ
が
含
ま
れ
る
「
文
」
　
　
選
択
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
「
命
題
の
意
味
」
は
聞
き
手
が
話
し

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
教
師
論
』
（
b
恥
§
馨
ミ
）
に
お
け
る
記
号
論
（
須
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
二



一
一
四

手
に
ど
れ
だ
け
の
「
権
威
」
を
認
め
る
か
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
　
　
　
　
　
　
り
除
か
れ
る
な
ら
、
話
し
手
が
真
で
あ
る
と
主
張
す
る
命
題
を
聞
き
手
は

　
『
教
師
論
』
で
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
ふ
れ
る
よ
う
に
、
「
権
威
」
　
　
　
疑
わ
ず
に
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
訳
で
あ
り
、
こ
こ
に
「
言
葉
の
権
威
」

（㊤口
O
け
O
「
幽
叶
餌
ω
）
が
軽
視
さ
れ
れ
ば
、
「
論
証
」
そ
の
も
の
が
危
う
く
な
ら
ざ
　
　
の
可
能
性
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
雄
弁
家
が
主
張
す
る
よ
う
な
権

る
を
え
な
い
（
㎝
．
H
㎝
）
。
し
た
が
っ
て
、
『
教
師
論
』
の
分
析
に
お
い
て
見
出
　
　
　
威
で
は
な
く
、
舌
た
ら
ず
で
あ
る
こ
と
を
自
ら
認
め
る
パ
ウ
ロ
に
認
め
ら

さ
れ
る
こ
と
は
、
対
話
に
お
け
る
「
事
柄
の
権
威
」
（
吋
①
弓
口
b
口
田
信
O
什
O
H
帥
け
国
ω
）
　
　
れ
る
権
威
で
あ
る
（
α
゜
頴
）
。
す
な
わ
ち
、
「
事
柄
の
権
威
」
を
常
に
優
先
さ

は
如
何
な
る
場
合
も
「
言
葉
の
権
威
」
（
＜
臼
び
o
歪
日
窪
9
霞
凶
冨
ω
）
よ
り
　
　
せ
た
誠
実
な
人
間
の
「
言
葉
の
権
威
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

尊
重さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
同
時
に
、
話
し
手
の
「
言
葉
の
権
　
　
　
に
、
も
し
コ
言
葉
の
権
威
」
が
十
分
に
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
言
葉
に
対

威
」
が
減
少
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
「
命
題
の
意
味
」
の
「
不
確
定
性
」
が
増
　
　
　
す
る
「
信
」
が
受
け
取
ら
れ
、
そ
の
「
信
」
に
基
づ
い
て
「
探
求
」
と
「
解

大
する
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
「
言
葉
」
を
通
し
た
認
識
に
お
い
　
　
釈
」
が
行
わ
れ
、
「
事
柄
の
権
威
」
に
従
っ
た
「
照
明
」
に
よ
っ
て
「
理
解
」

て
、
も
し
「
事
柄
の
権
威
」
が
コ
言
葉
の
権
威
」
を
伴
い
持
た
な
け
れ
ば
、
　
　
が
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
、
単
な
る
恣
意
的
理
解
へ
の
契

「
事
柄
の

権威
」
は
「
言
葉
」
を
契
機
と
し
て
聞
き
手
に
内
的
真
理
認
識
へ
　
　
機
と
し
て
の
「
言
葉
」
で
は
な
く
、
話
し
手
の
「
思
考
」
の
う
ち
に
あ
る

至ら
し
め
る
に
し
て
も
、
そ
の
真
理
把
握
が
話
し
手
の
「
思
考
」
と
一
致
　
　
「
教
え
」
（
α
o
o
臨
ロ
四
）
の
伝
達
可
能
性
を
開
く
も
の
と
し
て
の
「
言
葉
」
が
、

し
て
い
る
と
い
う
保
証
を
聞
き
手
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
聞
き
手
は
　
　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
次
の
射
程
に
な
る
。
そ
れ
は
「
言
葉
の
権
威
」
が

恣
意的
な
内
的
理
解
に
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
『
教
師
論
』
に
お
い
て
ア
　
　
最
大
限
に
割
り
当
て
ら
れ
た
「
聖
書
記
者
」
や
「
聖
書
編
纂
者
」
の
思
考

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
ア
デ
オ
ダ
テ
ゥ
ス
と
の
対
話
に
十
分
な
相
互
理
解
と
　
　
の
う
ち
に
あ
る
「
教
え
」
に
他
な
ら
ず
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
彼
ら
の

妥当
な
議
論
の
進
展
が
認
め
ら
れ
る
の
も
、
た
と
え
内
的
真
理
に
よ
っ
て
　
　
う
ち
に
「
真
理
の
内
的
光
」
に
照
ら
さ
れ
た
明
晰
で
豊
か
な
あ
る
共
通
の

ア
デ
オ
ダ
テ
ゥ
ス
は
教
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
ア
デ
オ
ダ
テ
ゥ
ス
が
相
当
　
　
「
内
的
世
界
」
を
認
め
る
。
こ
の
「
聖
書
記
者
」
の
豊
か
な
「
口
述
可
能
な

の

権
威を
父
で
あ
り
教
師
で
あ
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
認
め
て
い
た
か
　
　
も
の
」
に
至
る
に
は
、
読
み
手
は
「
言
葉
の
権
威
」
を
第
一
に
受
け
入
れ

ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
「
内
的
照
明
」
の
必
要
性
を
主
張
す
る
　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
同
時
に
、
聖
書
全
体
が
意
味
す
る
も
の
、
す
な
わ

「
事柄
の
権
威
」
に
対
す
る
尊
重
は
、
「
言
葉
の
権
威
」
の
放
棄
を
必
然
的
　
　
ち
全
体
的
な
「
事
柄
の
理
解
」
か
ら
細
部
の
「
記
号
」
を
検
討
し
な
け
れ

に

意
味
する
訳
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
『
教
師
論
』
に
お
い
て
見
出
さ
れ
た
「
事
柄

　
『
教
師
論
』
で
論
じ
ら
れ
る
「
言
葉
と
事
柄
と
の
乖
離
」
と
い
う
問
題
は
、
　
　
1
口
述
可
能
な
も
の
」
関
係
の
優
先
性
と
い
う
発
見
は
、
後
の
『
キ
リ
ス

主
に

対話
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
し
こ
の
問
題
が
取
　
　
　
ト
教
の
教
え
』
に
見
ら
れ
る
解
釈
手
法
と
し
て
結
実
す
る
の
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　

註

、6
恥
ミ
時
貯
職
§
、
、
［
U
o
a
同
8
洋
餌
民
b
d
o
ω
8
ロ
”
湘
①
圃
山
旦
H
O
胡
］
㍉
）
。

（1
）
　
『
教
師
論
』
（
b
恥
曇
ミ
）
は
三
八
九
ー
三
九
〇
年
に
ア
フ
リ
カ
　
　
　
　
『
問
答
法
』
の
真
作
性
に
関
し
て
注
意
深
い
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

　
　
で
脱稿
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
息
子
の
ア
デ
オ
ダ
テ
ゥ
ス
と
一
対
一
　
　
　
　
　
な
っ
た
の
は
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
（
9
切
゜
U
°
冒
。
犀
ω
o
P

　
　
で
行
わ

れ
た唯
一
の
対
話
が
記
録
さ
れ
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
初
　
　
　
　
お
謁
鳶
旨
勺
9
旦
縛
“
ミ
ト
嚢
§
鳴
肺
ミ
§
§
譜
§
［
＜
旨
壁
o
＜
親

　
　
期

対
話編
で
あ
る
。
執
筆
順
に
自
ら
の
著
作
に
修
正
を
加
え
た
晩
年
　
　
　
　
く
已
鋤
口
o
奉
q
巳
く
①
邑
蔓
勺
『
①
ω
ω
狽
ミ
①
］
も
゜
罐
－
8
）
、
現
代
の
多
く

　
　
の

『
再
考録
』
（
肉
鳴
ミ
q
ミ
獄
§
携
）
で
は
、
『
教
師
論
』
が
『
音
楽
論
』
　
　
　
　
の
研
究
者
は
『
問
答
法
』
が
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
真
正
な
著
作
で

　　
（
b
恥
§
腕
§
．
§
）
の
後
に
、
『
真
の
宗
教
』
（
b
鳴
器
§
蕊
壁
§
恥
）
の
　
　
　
　
あ
る
こ
と
を
認
め
る
（
ρ
吸
］
≦
」
≦
巴
葺
Φ
ω
冨
”
．
、
U
冨
冠
o
口
o
ρ
U
Φ
、
、

　
　前
に
置
か
れ
、
信
に
お
け
る
「
教
養
教
科
」
（
島
ω
o
甘
一
貯
”
）
の
役
割
、
　
　
　
　
貯
卜
蓉
§
恥
§
さ
慧
ミ
恥
郎
験
［
O
鑓
民
菊
四
娼
達
ω
碧
α

　
　
す
な
わち
「
教
養
教
科
」
が
「
物
体
的
な
も
の
を
通
し
た
非
物
体
的
　
　
　
　
O
o
ヨ
専
虚
o
q
Φ
”
芝
゜
切
゜
国
興
旨
9
。
昌
ω
レ
㊤
O
O
］
も
』
謡
－
b
。
詰
）
。

　　
な
も
の
へ
の
熱
望
」
（
b
g
o
o
壱
o
鑓
一
冨
o
ロ
覧
Φ
ロ
ω
巴
言
o
o
弓
自
巴
凶
勲
　
　
（
3
）
　
全
四
巻
か
ら
構
成
さ
れ
る
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
』
（
b
鴨
§
ら
ミ
§

　　
肉
鳴
§
§
誉
蓋
＄
O
）
を
呼
び
覚
ま
す
も
の
と
し
て
考
察
さ
れ
て
い
た
　
　
　
　
ミ
誌
§
§
）
は
三
巻
途
中
ま
で
が
三
九
六
ー
三
九
七
年
に
そ
れ
以
降

　
　
時期
に
、
『
教
師
論
』
が
書
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
再
考
録
』
で
　
　
　
　
が
四
二
六
－
四
二
七
年
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
記
号
論
が
取
り

　　
は
『
教
師
論
』
に
関
す
る
修
正
箇
所
が
例
外
的
に
見
ら
れ
ず
、
「
人
間
　
　
　
　
扱
わ
れ
る
部
分
は
前
者
に
属
す
る
。

　　
に
知
識
を
教
え
る
教
師
は
神
以
外
に
な
い
こ
と
が
、
そ
こ
で
議
論
さ
　
　
（
4
）
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
オ
ル
ガ
ノ
ン
」
の
う
ち
で
『
命
題
論
』
（
b
恥

　　
れ
、
探
求
さ
れ
、
発
見
さ
れ
る
」
（
凶
づ
ρ
口
O
α
凶
ω
O
離
叶
曽
叶
d
P
「
①
け
ρ
賃
O
Φ
「
団
け
口
『
　
　
　
　
　
　
　
　
帖
§
譜
愚
越
ミ
§
§
鴨
）
は
、
「
単
語
」
レ
ベ
ル
の
分
析
で
あ
る
『
カ
テ
ゴ

　
　
9
貯
く
Φ
臥
窪
お
ヨ
四
α
q
凶
ω
ぎ
日
昌
o
口
Φ
ω
ω
①
ρ
9
ユ
o
o
9
げ
o
自
コ
Φ
ヨ
　
　
　
　
リ
ー
論
』
（
9
愚
§
恥
）
と
「
推
論
」
（
曾
ひ
c
。
。
。
ρ
曹
の
）
が
問
題
と
な
る

　
　
ω
9
魯
瓜
四
日
艮
の
凶
U
①
巨
ρ
）
と
述
べ
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
分
析
論
（
前
書
後
書
）
』
（
卜
§
賞
脳
§
）
と
の
間
に
置
か
れ
、
「
推
論
」

（2
）
　
『
問
答
法
』
（
b
馬
§
§
職
§
）
は
少
な
く
と
も
九
世
紀
か
ら
　
ア
ウ
　
　
　
　
の
構
成
単
位
で
あ
る
「
命
題
」
（
ま
ち
の
＼
鵠
℃
ひ
養
9
の
）
の
特
性
が
吟
味

　
　
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
真
正
な
著
作
で
あ
る
と
大
方
認
め
ら
れ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
さ
れ
る
。

　　
し
か
し
、
十
七
世
紀
に
行
わ
れ
た
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
会
に
よ
る
ア
　
　
　
（
5
）
冨
o
ぽ
ω
o
P
や
お
為
ド

　　
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
全
集
（
マ
ウ
リ
ナ
版
）
の
編
纂
に
お
い
て
「
偽
作
」
　
　
（
6
）
　
水
落
健
治
「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
b
恥
b
蝕
§
§
の
著
者
問
題
を

　　
（
ω
喝
自
羅
ロ
ω
）
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
以
来
、
そ
の
真
作
性
が
深
刻
に
疑
　
　
　
　
め
ぐ
っ
て
ー
研
究
史
と
若
干
の
考
察
1
⊥
『
明
治
学
院
大
学
キ
リ

　
　
わ
れ
て
き
た
（
b
d
°
U
°
冒
o
貯
ω
o
戸
§
ミ
§
ミ
§
む
ト
蓉
ぎ
恥
げ
　
　
　
　
ス
ト
教
研
究
所
紀
要
』
第
二
四
号
、
一
九
九
一
年
、
一
－
二
九
頁
参

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
教
師
論
』
（
b
恥
ミ
爵
嚢
§
）
に
お
け
る
記
号
論
（
須
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五



＝
六

　
　照
。

（7
）
　
こ
こ
で
は
、
〃
昏
俸
く
昌
虐
昌
翻
g
Φ
⇒
養
d
g
”
を
「
魂
に
お
け
る
受
動

　
　
様態
」
と
訳
し
た
。
即
冒
O
閑
Φ
8
は
”
日
Φ
暮
巴
Φ
×
b
霞
凶
Φ
口
0
Φ
”
と
、

　
　
日国
Φ
a
臼
ω
8
は
“
曽
瞭
Φ
O
試
8
ω
O
ユ
日
肩
霧
ω
凶
8
ω
o
暁
穿
Φ
ω
o
巳
”

　
　と
、
臼
゜
↓
ユ
8
け
は
〃
山
Φ
ω
0
欝
富
ユ
巴
、
鋤
日
Φ
”
と
、
国
゜
国
巳
融
ω
は
〃
ぎ

　　
山
臼
ω
o
色
Φ
び
o
辱
o
お
艘
ロ
h
Φ
口
①
昌
く
o
お
叶
巴
ロ
ロ
o
q
Φ
ロ
”
と
訳
す
。
中
畑

　
　
正
志
は

「
魂
の
内
の
受
動
様
態
」
と
訳
し
、
「
表
象
」
と
捉
え
る
心
理

　
　
主義
的
解
釈
の
誤
り
を
指
摘
す
る
（
「
言
語
と
内
的
な
も
の
」
『
人
間

　
　
存
在論
』
第
四
号
、
一
九
九
八
年
、
二
三
－
四
六
頁
）
。

（
8
）
　
駄
．
b
恥
§
謄
愚
蓋
ミ
§
蕊
鳴
H
°
H
①
帥
（
い
O
い
Q
o
b
σ
㎝
℃
H
ば
∀
，
国
q
日
眉
伜
く

　
o
由く
↓
2
。

俸く

8
虐
菖
d
勘
く
伽
ぐ
昌
く
e
葛
翻
Ω
Φ
」
写
9
↓
e
く
q
曾
O
o
ぎ
9
パ
銭
昼

　　
k
℃
Ω
曾
写
o
う
く
9
貞
勘
く
伽
く
8
合
e
6
’
究
臼
ぴ
9
稀
O
o
ひ
㎝
伽
k
O
簿
窄
㌃
2
↓
2
鵠
節
9
の
ρ

　

g
曾
Ω
り
o
ま
僚
合
ε
く
巳
践
9
曾
艮
゜
働
く
7
俸
く
8
↑
（
Ω
ゆ
農
9
一
焉
渦
g
詞
で
δ
§
の
り

　　
d
Ω
⇔
麩
翻
②
9
翻
9
①
5
τ
g
a
9
昌
の
く
G
8
⇒
の
゜
円
珍
勘
く
建
ゆ
d
9
ひ
写
o
§
㌃
2
d
P

　　
昌
℃
魅
葦
Ω
d
9
言
昌
農
曽
9
「
そ
れ
ゆ
え
、
立
日
声
の
言
葉
は
魂
に
お
け
る

　
　
受
動

（様態
）
の
し
る
し
で
あ
る
。
ま
た
、
書
き
言
葉
は
音
声
の
言

　
　葉
の
［
し
る
し
］
で
あ
る
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
人
々
に
対
し
て
書

　
　き
言
葉
が
一
様
で
な
い
よ
う
に
、
音
声
も
一
様
で
な
い
。
し
か
し
一

　
　方
で
、
こ
れ
ら
の
［
音
声
］
が
第
一
に
そ
れ
ら
の
し
る
し
で
あ
る
と

　
　こ
ろ
の
魂
の
受
動
様
態
は
す
べ
て
の
人
々
に
対
し
て
｝
様
で
あ
る
。

　
　同
様
に
、
こ
れ
ら
の
［
魂
に
お
け
る
受
動
（
様
態
）
］
が
そ
れ
ら
の
写

　
　し
で
あ
る
と
こ
ろ
の
事
柄
も
今
や
一
様
で
あ
る
」
（
拙
訳
）
。


